
 

 

 

 
 
 
 
１ 単元名  「 ～こんな人になりたい！伝え合おう ！～」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の目標 

【コ】他者に配慮しながら，あこがれたり尊敬したりする人について，自分の考えや気持ちを含めて伝え合お

うとする。 

【慣】自分や第三者のできることや得意なことについて，簡単な語句や基本的な表現を用いてその場で質問を

したり答えたりしながら伝え合う表現に慣れ親しむ。 

   また，あこがれたり尊敬したりする人について，簡単な語句や基本的な表現で書かれた英語を推測しな

がら読んだり，例文を参考に書き写したりすることに慣れ親しむ。 

【気】文字には音があることや，新出表現・語彙の意味に気付く。英語の書き方のきまりに気付く。 

３ 単元の評価規準 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語への慣れ親しみ 言語や文化に関する気付き 

① 他者に配慮しながら，

あこがれたり尊敬した

りする人について，自

分の考えや気持ちを含

めて伝え合おうとして

いる。 

① 自分や第三者のできることや得意なことについ

て，簡単な語句や基本的な表現を用いてその場

で質問をしたり答えたりしながら伝え合う表現

に慣れ親しんでいる。 

② あこがれたり尊敬したりする人について，簡単

な語句や基本的な表現で書かれた英語を推測し

ながら読んだり，例文を参考に書き写したりす

ることに慣れ親しんでいる。 

① 文字には音があることや，

新出表現・語彙の意味に気

付いている。 

② 英語の書き方のきまりに気

付いている。 

 

＜単元観＞ 

本単元は，小学校学習指導要領解説外国語編における英語（３）話すこと【やり取り】「ウ 自分や相手のこ

と及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句や基本的な表現を用いてその場で質問をしたり質問に答

えたりして，伝え合うことができるようにする。」（２）読むこと「イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句

や基本的な表現の意味が分かるようにする。」に基づいて指導する内容である。 

ALT や友達に自分のあこがれの人や尊敬する人の良さについて紹介することを単元のゴールとしている。既習

表現である can に加え，ここでは be good at～「～が得意である」の表現や人柄を表す形容詞を併せて取り扱

う。これらの表現を知ることで，自分のことや他の人物のことについて意欲的に伝え合う活動に取り組むことが

できると考える。書く活動に関しては，例文を参考に自分が伝えたい内容を表す語句や表現を選んで書くことに

取り組む。読む活動においては，音声で十分に慣れ親しんだ語句や基本的な表現について，言語外情報や文字の

音を手がかりに読み，“My hero”に書かれている内容や誰の hero かを推測できるようにする。 

 

第５学年  外国語活動 学習指導案 
指導者 T1: 石川 就美 

T2: Isoke ATIBA 

T3: 藤井 理依子 

＜児童観＞  

① 伝え合う力に見る課題 

アンケートや児童の実態から，伝えたい内容や自分の

思いを，既習表現を活用しながら英語で表現することが

十分出来ていないという課題が見られる。また，相手の

話に応じてその場で反応したり質問をする等して，会話

を続けたりする力が十分身についていない。 

② 書く・読む力に見る課題 

 単語と単語の間を空けることや 1 つの単語は詰めて書

くこと，4 線上に正確にアルファベットを書くこと等に

課題が見られる。また，書かれた単語や表現を読んで音

声化できず内容をつかめない児童も見られる。音と文字

をつなげる活動や，語句や表現の意味を理解して読む活

動が十分ではなかったと考えられる。 

＜指導観＞  

① 伝え合う力をつけるための手立て 

児童のその時の気持ちや伝えたいことを生かしなが

ら，繰り返し対話的な活動を設定する。その際，既習

表現を使ったり簡単な言葉で言い換えたりしながら，

一文を付け加えて話を広げることができるようにさせ

る。 

② 書く・読む力をつけるための手立て 

音声と文字，意味をつなげて理解させるために，音

声で十分に慣れ親しんだ語句や表現を書き写すところ

から始める。また，書き方のきまりをやり取りで慣れ

親しんだ表現について，英文の文字と教師の発話する

英語の音とを結びつけて「語」や「文」の並びを確認

させる。 



 

 

４ 本単元において育てたい資質・能力と目指す児童の姿 

思考力・判断力・表現力 
目的に応じて必要な情報を集めたり，伝える相手や状況に応じて学習した表現を適切

に使いながら，自分の考えや気持ちを伝え合ったりしている。 

アイデンティティ 
互いに考えや気持ちを伝え合うことで自己を表現する楽しさに気付くとともに，互い

の存在について理解を深め，認め合っている。 

５ 言語材料（下線は新出表現，語彙） 

６ 単元ゴール 

コミュニケーションの 

目的・場面・状況 

や友達に を知ってもらうために，あこがれたり尊敬したりする人

の良さについて，やり取りやカードを読むことを通して伝え合う。 

目指す児童の姿 

（話すこと［やり取り］） 

 

目指す児童の姿 

（書くこと） 

文章のどこかに入れる

                  （書くのは下線部のみ。他はなぞる。） 

７ 単元計画（全８時間）  

時 目標（◆）と主な活動，やり取り等 評価規準・評価方法 

１ 

◆単元終末の活動を知り，単元の見通しを持つ。 

◆「できること」や「得意なこと」を表す表現に慣れ親しむ。 

【 】先生のあこがれの人

教師のあこがれの人についての話を聞き，単元のゴールイメージをもつ。 

【 】【 】

【 】ポインティングゲーム，キーフレーズゲーム 

【 】できること，得意なこと 

【 】 を聞き，単語の最初のアルファベットの音を考えなが

ら４線上に小文字を書く。（  

【気①】 

得意なことを表す表現の仕方

に気付いている。 

 (行動観察，振り返りカード) 

 

【慣①】 

自分のできることや得意なこ

とを伝える表現に慣れ親しん

でいる。 

(行動観察，振り返りカード) 

主な表現 主な語彙 

   

〔 〕 など

〔 〕 など

〔 〕 〔 〕

〔 〕 など

～？ 

～？ ～

～ ～

状態・気持ち（

家族

  

職業名（児童の希望に沿って）

状態・気持ち，動作，スポーツ 



 

 

２ 

◆ について尋ねたり答えたりする。また，職業や続柄の言い方を知る。 

◆ についての紹介を聞いて，具体的な情報を聞き取る。 

【 】先生のあこがれの人 

【 】  

【 】カルタゲーム（職業や続柄） 

【 】

【 】自分のあこがれの人とその人の職業/続柄 

 

 

 

 
 

 

【 】先生のあこがれの人を書き写したり，例を参考に自分のあ

こがれの人を書いたりする。

【 】 ～

【慣①】 

について尋ねたり答

えたりする表現に慣れ親しん

でいる。 

(行動観察，振り返りカード) 

 

【気①】 

第三者のできることや得意な

ことについて伝える表現の仕

方に気付いている。 

(行動観察，振り返りカード) 

３ 

◆第三者のできることや得意なことを伝える表現に慣れ親しむ。 

◆第三者のできることや得意なことについて書かれた文を書き写す。 

【 】

【 】

【 】ステレオゲーム 

【 】ペアでできることや得意なことを伝え合い，第三者に友達を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

【 】先生達の 紹介 

【 】マッチングゲーム（得意なこと） 

【 】

先生のあこがれの人ができることや得意なことを書き写す。 

【 】

【慣①】 

第三者のできることや得意な

ことについて伝える表現に慣

れ親しんでいる。  

(行動観察，振り返りカード) 

 

【気②】 

英語の書き方のきまりに気付

いている。(ワークシート，振

り返りカード) 

４ 

◆ のできることや得意なことについて伝え合ったり，書いたりする。 

【 】

【 】先生達の 紹介

【 】 のできることや得意なこと 

 

 

 

 

 

 

 
 

【 】ワードオーダーゲーム 

正しい語順で文を作り，読み方を確認する。 

【 】

例を参考に， のできることや得意なことを選んで書く。

【慣①】

のできることや得意

なことについて伝える表現に

慣れ親しんでいる。 

行動観察，振り返りカード

 

【慣②】 

例を参考に， のでき

ることや得意なことについて

書いている。（ワークシート） 

５ 

◆ がどのような人かを表す表現に慣れ親しむ。 

◆ の人柄や特徴について文字の音や言語外情報から推測して読んだり，例を

参考に書いたりする。 

【 】先生達の 紹介

【 】 のできることや得意なこと，人柄

【 】マッチングゲーム 

【 】語句や表現を読んだり，例を参考に， の人柄を選

んで書いたりする。

 

 

 

【慣②】 
について書かれた英

文を推測しながら読んだり，

第三者の人柄を表す表現を書

いたりすることに慣れ親しん

でいる。 (行動観察，ワーク

シート，振り返りカード) 

〇〇

△△



 

 

６ 

◆ について，自分の考えや気持ちを含めて伝え合ったり書いたりする。 

◆ について書かれた英文を文字の音や言語外情報から推測して読む。 

【 】

【 】先生達の 紹介 

【 】 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【 】

・ワークシートを交換して読み合い， の良さや自分の考え・気持ちを伝え合

う。また，話したことをもとに自分の考えや気持ちを書く。 

【慣①】 
簡単な語句や既習の表現を使

って， について自分

の考えや気持ちを含めて伝え

合っている。 (行動観察，ワ

ークシート，振り返りカード) 
 

【慣②】 
について書かれた英

文を推測しながら読んだり，

第三者の人柄を表す表現を書

いたりすることに慣れ親しん

でいる。  

(行動観察，ワークシート，振

り返りカード) 

７ 

◆他者に配慮しながら， について紹介し合う。 

◆話したことをもとに，内容を整理して紹介カードを書く。

【 】  

【 】先生達の 紹介

【 】 について

【 】ワードオーダーゲーム

正しい語順で文を作り，読み方を確認する。 

【 】やり取りしたことをもとに，文の順番や内容を整理して 

紹介カードを書く。 

【 】  

【慣②】 

について，自分の考

えや気持ちを含めて伝え合っ

たことをもとに，例を参考に

内容を整理して書いている。 

(行動観察，ワークシート) 

【気②】 

英語の書き方のきまりに気付

いている。（ワークシート，振

り返りカード） 

８ 

◆ について書かれた紹介カードを読み，内容をつかんだり感想を交流した

りする。

【 】  

【 】教科書の 紹介文を読む。 

【 】 をする。 

【 】紹介カードを交換して読み合い， の良さや自分の考え・気持

ち，感想を伝え合う。 

【 】  

【慣②】

について書かれた英

文を推測しながら読んでい

る。(行動観察，ワークシート） 

【コ①】 

他者に配慮しながら，

について，自分の考えや

気持ちを含めて伝え合おうと

している。 

(行動観察，振り返りカード  

 

９ 本時の学習 
 
 

 

 

 

 

 

＜学習展開＞ 

児童の学習活動 〇指導上の留意点等 ◆評価 

【 】

挨拶をする。

 

 

 

【 】

♪  

〇児童が元気よく挨拶できるように，明るく元気よく挨拶する。 

 

 

 

 
 

〇リズムにのってチャンツを行い，本時の活動で使う表現に慣れさせ

る。 

＜本時の目標＞ 

 がどのような人物か，自分の考えや気持

ちを含めて伝え合ったり，簡単な語句や基本的な表

現を文字の音や言語外情報から推測して読み，概要

を捉えたりする。 

＜ゴールイメージ＞ 

について,できることや得意なこと，人柄を表

す表現を使って，自分の考えや気持ちを含めて伝え合って

いる。また，文字の音や言語外情報から語句の意味や読み

方を推測して読もうとしている。 

 



 

 

【 】

本時のめあてを確認する。 

〇単元のゴールと流れを振り返り，本時のめあてを提示して学習の見通

しをもたせる。 

 

 

 

【 】

先生達の 紹介 

先生の 紹介を見て(聞い

て)，その人物のできることや得意

なこと，人柄について内容を掴み，

既習表現に慣れ親しむ。 

 

【 】 

について既習表現を使いな

がらペアでやり取りをする。

・ペアを替えて複数回対話をする。

 

〇前時までに行ったやり取りを扱うことで，表現を復習するとともに，

定着を図るようにする。 

 

〇児童がやり取りをする際のヒントになるよう，先生の 紹介の

内容に応じて自分や相手はできるかどうか，好きかどうかなど，その場

で話を広げながらやり取りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 について伝え合うだけでなく，自分の考えや気持ちなどをつ

け足しながら言ったり，内容に応じて相手に質問したりして会話を広げ

させる。 

 

〇表情やジェスチャーをつけて反応を返したり， ～ などの既

習表現を積極的に使ったりしながら，相手意識をもって会話を続けよう

としている児童をほめ，全体の場で取り上げ紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆【慣】簡単な語句や既習の表現を使って， について自分の考えや気持ちを

含めて伝え合っている。 

行動観察，ワークシート，振り返りカード  

【 】

マッチングゲーム（神経衰弱） 

〇人柄を表す形容詞の単語カードと絵カードをマッチングさせ，文字や

読み方に慣れ親しませる。 

 

〇カードに書かれている単語を声に出しながら確認するようにさせる。 

「 の良さや自分の気持ちが伝わるように，どんな人か紹介しよう！」 

ショートムービーを見せる

〇〇

〇〇



 

 

【 】

〇例を参考に， の人柄を選ん

で書く。 

・ で見た（聞いた）先生の

紹介例文を読み，内容に

ついて書かれた単語を選択肢の中か

ら選び，概要を捉える。 

 

・ALTの後に続いて繰り返し読む。 

 

・ の人柄について書く。 

 

・ペアで交換して読み合う。 

 

 

 

 

８【 】

めあてに沿って本時の活動を振り返

り，振り返りカードに記入する。 

 

 

 

 

 

【 】

挨拶をする。

〇表に単語とイラスト，裏に例文が書かれたワークシートを配布し，内

容についてキーワードを確認してから例文を読ませて意味理解を図る。 

〇選択肢には，音声で十分に慣れ親しんだ語句を扱い，読み方や意味を

推測できるようにする。 

〇アルファベットの持つ音を手がかりに，書かれている内容を推測しな

がら読むように促す。 

 

〇単語をまとまりで認識し，音と文字を関連付けて読めるよう，全体で

声に出しながらなぞり読みをする。 

〇 の人柄や良さが一番伝わる表現を考えさせ，ワードリストの

中から選んで書かせる。 

〇ペアで読み合い内容について交流するとともに，読めない語句がない

か確認させる。 

 

◆【慣】 について書かれた英文を推測しながら読んだり，第三

者の人柄を表す表現を書いたりすることに慣れ親しんでいる。  

(行動観察，ワークシート，振り返りカード) 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 板書計画 

     

単元の流れ 
 ～こんな人になりたい！伝え合おう My hero!～ 

○め の良さや自分の気持ちが伝わるように，どんな人か紹介しよう！ 

 
名詞・動名詞 

既習表現

  

形容詞 

 

職業/続柄 

（例） の良さが伝わるように習った表現を使って伝えることができた。〇〇君のヒーローのことを知

らなかったけど， 回転ジャンプができる選手で粘り強いすごい選手だと分かった。〇〇君はスケートが

できないけど好きと言っていて，話を聞いて僕も今度は△△選手の演技をテレビで見てみたいと思った。


